
第40回大会〕

D 151 腰部形態の違いによるス* ートパタ-ンの設計（第1報）

日1本女大家政　○恒川久子　千葉桂子　樋口ゆき子

被　服　195

　目的　これまで腰部横断面データから立体形状を把握し. i動分類した体型別にスカー

ト設計への具体的な手がかりについて検討してきた。今回･はより個人の体型にフィットし

たスカートパターンを作成するために分類方法を見直し，腰部体型を偏平型，普通型，丸

型の３タイプに分け，さらに左右差も考慮しながらタイプ別に最適と思われるダーツ位置

，分量，長さについて基礎的な情報を得る。

　方法　若年女子30名についてスライディンクゲージ法によりウエスト，中ヒップ，ヒッ

プの各横断面を測定し。横断面円周上の座標データをコ,ンピ3.－タに入力して。クラスタ

ー分析の4 手法および偏平本による分類を行って比較した。分類されたタイプ別に左右差

を検討し，。腰部の横断面ご縦断面上の曲率分布の平均値からダーツを求める。

　結果　腰部体型の分類については. ウエスト.中ヒップ，ヒップ<0 偏平率の平均による

分類方法が最も有効となK> -各部位でタイプ間の有意差が認められた。また腰部の左右差

については，計測断面と右半身の対称，左半身の対称，右半身と左半身の平均着の対称の

データを比較したところ，スカートパターンの対称性と実寸との差がら，右半身と左半身

の平均値の対称のデータが最適であることがわかった。各タイプ別の平均曲率分布は，そ

れぞれの体型の特徴かよく表れており.決定したダーツはスカートのフィット性に十分寄

与すると思われる。
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　久子･　樋口　ゆき子

スカートにおいて腰部のフィット性は、外観ばかりではなく、機能性や気心地に

く影響を及ぼす。個人の体型に適合し、日常の動作に無理なく対応できるスカー｝を

するためには、腰部の形態を立体的に把握し、下肢の運動に伴う形態の変化を考慮す

とが必要である。第１報では、若年女子の腰部形態を偏平率により３タイプに分類し

た。本研究では、そのタイプ別に

的とした。

腰部形態の特徴を捉えたスカートバターンの設計を目

　方法　30 名の被験者を・偏平型・標準型･・丸型に分類し、それぞれにa当する1 名に、

歩行及び階段を昇る動'作をさせ､、腰部～脚部の横断面図を非接触三次元計測装置により求

め、ゆとり量を設定した。第１報において得られたダーツの情報とゆとり量を、交角一定

10 °で展開した近似表面展開図に導入し、腰部の基礎パターンを作成した。それらをアパ

レルデザイン装置に人力し、スカート丈60CIIのタイトスカートパターンを作成した。シー

チングによりI縫製し、フィット性について検討した。

　結果　横断面における曲率の分布状態から、腰部の形態別に、適当なダーツ位置を設定

できた。また、ダ-ツ位置における縦断面の曲率分布からダーツの長さとカーブを設定し

腰部の立体的特徴を、パターy iz採り入れることができた。各タイプの平均的なパターン

を作成し、さらに各タイプの中から抽出した個人のサイズに、アパレルデザイン装置によ

りクレーディンクしたパターンを用いて縫製したスカートを着装させた。その結果、各夕

､イプとも、フィット性は良好であることが認められた。


